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平成 31 年度 事業報告書 

特定非営利活動法人オペレーション・ブレッシング・ジャパン 

平成 31 年 4 月 1日〜令和 2 年 3 月 31日 

1. 事業の成果

南相馬コミュニティサポート事業 

 東日本大震災から丸9年を迎え、引き続き

福島県の被災地である南相馬市を中心に復

興支援活動をおこないました。南相馬市のジ

ャスモール・ショッピングセンターにおける

サテライト（ブレッシング・ルーム）を10

倍の100坪のテナントスペースに移り、キッ

チン、教室２つと、オープンスペースを確保

し、コミュニティサポート事業を拡張、昨年

度から継続しました。

放課後児童プログラム 

月曜日〜金曜日の放課後預かりの児童ク

ラブ「あとりえホープ」から改名し、6月か

ら「ブレッシングクラブ」として再スタート

しました。登録の児童を学校で団体のバスで

向かいに行き、夕方に親が迎えにくる仕組み

になっています。学校の春、夏、冬、または

臨時休暇中は、朝からの1日預かりのプログ

ラムも実施しました。

家族向け特別イベント 

イースターイベント、インターナショナルカフ

ェ、手芸教室、クリスマスなどの特別イベントを

テナントスペースとキッチンを活用し、たくさん

の南相馬の地元の方々と和気藹々、復興への希望

を育みました。

特定非営利活動法人オペレーション・ブレッシング・ジャパン
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夏のキャンプ 

 

  

 夏には、南相馬市の子どもたちを対象に、屋外で思う存分遊

べるように宮城県利府町においてキャンプを7月に実施しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て支援 

 

 今年度も、うつくしま基金より助成金をいただ

き、子育て支援の事業として、特別講師を招いて、

未就学児の親子のための

「五感でアート」と「タ

ッチで英語」のプログラ

ムを実施しました。 

 また、南相馬市からの

助成金の事業として、未

就学児の親子のための軽

い運動と英語やアートプ

ログラムを月２回の 

ペースで実施しました。 

 

 

子供食堂 

 南相馬市社会福祉協議会を中心とした市内の８つの福祉団体が構成する「みんなの食堂」

事業を当団体と連携して、ブレッシングルームのキッチンとオープンスペースを活用して

始めました。地域住民に、みんなで一緒に食事を作って食べて、コミュニティの構築に貢

献しました。 

 

緊急災害支援 
 

西日本豪雨災害支援 

 2018年7月に起きた西日本豪雨の継続支援として、岡山キリスト災害支援センターが

被災の中心地であった真備町のコミュニティ・サポート・プロジェクトの支援を継続しま

した。 
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台風15号・19号 

 2019 年 9 月９日に関東地方に上陸した台風 15 号は、観測史上最強クラスの勢力で 9

月 9日、千葉県を中心に甚大な被害を出しました。当団体は、活動ベースを千葉県内に設

置し、複数のキリスト教系団体と連携しながら、各地からボランティアを動員し、後片付

け作業、ブルーシート貼りなどの作業を実施しました。 

 

また、約１ヶ月後の 10 月 12 日に

日本に上陸した台風１９号は、関東

地方や甲信地方、東北地方などで記

録的な大雨となり、甚大な被害をも

たらした。この事態に対して、我々

は長野県で千曲川の氾濫で被害が出

た住民に対する物資支援活動、また、

千葉県館山市で台風15号に続いて、

ボランティアを動員して、後片付け

などの支援を続けました。また、災害弱者を掘り起こす

調査、館山市地社会福祉協議会との連携で、協議会に入

ってきた案件を当団体で処理しました。 

 

 人的被害が大きかったのは宮城県丸森町にある阿武隈

川の支流での破堤や支流の上流での土砂崩れで家を失っ

た被災者のための仮設団地6ケ所で特定非営利活動法人

ジャパン・プラットフォームの助成金により、

支援活動を行いました。12月末の入居開始か

ら、集会所や談話室へ備品等の物資支援をは

じめ入居者のコミュニティ支援のサロン運営

サポートを行っていました。3 月から新型コ

ロナウィルスのことで、行政と地元社協と協

力しながら、感染リスクに十分配慮したうえ

で屋外ラジオ体操とその後の短時間の給水タ

イムで住民の方々の心身のケア活動を地道に

行いました。来年度に続く事業です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/9%E6%9C%889%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/9%E6%9C%889%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%83%E8%91%89%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%83%E6%9B%B2%E5%B7%9D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%AE%E5%9F%8E%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%B8%E6%A3%AE%E7%94%BA
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家庭生活のためのカウンセリング、セミナー開催事業 
 

精神衛生セミナー 

  

心のケアの一環として、カナダより精神衛生を専門

とするグラント・マレン医学博士を招いて、滋賀県

大津市、横浜市、東京都、北海道石狩市と札幌市で

セミナーを実施した。先生は、世界に蔓延する恐

怖・不安から解放され、喜びあふれた人生を送るた

めの三つの鍵を説明し、多くの参加者は、不可能と

思えたこころの解放を通して、うつ病、不安症、気

分変動を解決する方法をより深く理解することが

できました。セミナーを DVD に収め、希望者に提

供しています。 

 

市民ソーシャルワーカー育成プロジェクト 

  

災害発生時は情報が混乱し、行政や福祉専門職といった

公的機関に支援の要請が殺到するため、災害弱者と呼ば

れる方々（高齢者、障がい者、傷病者、外国人）が支援

を受けられないまま地域から孤立してしまうケースが

増加しています。災害情報の入手や安全確認が困難なな

ども含まれ、普段から住民同士がつながり、互いを見守

る防災ネットワークづくりが急務となっています。この

プロジェクトでは、社会的な制度・サービスを活用して

地域の困りごとを解決するソーシャルワークを市民が

学び、福祉の担い手となって地域を支えていく防災体制づくりの活動を進めるために調査

を行い、今後行う訓練セミナーのための資料として「災害時 あの人をたすけたい」の市

民ソーシャルワーカー実践マニュアルと、14分の動画を制作しました。このプロジェクト

は社会福祉法人ミッションからしだねとの連携と、特定非営利活動法人CWSジャパンによ

る助成金で実施しました。 

 

 

2. その他の事業 

 

ゴスペルクワイヤ 

事業の一環としてさらに新しい希望に満

ちた歌声を地元から発するために、地域

の方々で結成されたゴスペルクワイヤー

「ライズ・アップ」の活動を、スタッフ

の指導により月２回のレッスンを継続し

ました。毎年11月に仙台で開催された仙

台ゴスペルフェスティバルにも招待され、

希望に満ちた晴れ晴れとした歌声が被災
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地から湧き上かりました。 12月には南相馬で実施した家族のためのファミリークリスマ

スの中で公演しました。 

 

そよカフェ 

ブレッシング・ルームのキッチンと隣接するスペースを

活用して、家族向けのカフェ事業を6月にオープンしま

した。軽食と飲み物を提供しならば、南相馬市民の憩い

とコミュニケーションの場となるよう、事業を展開しま

した。 

 

 

 

 

英会話クラスタッチで英語 

 タッチパネルを利用した英語学習プログラムを継続し、未就学児から小学生までの国際

化に貢献するための英語レッスンを展開した。 

 

 

2事業の実施に関する事項 

 1) 特定非営利活動に係る事業 

 

事業名 事業内容 実施日 実施場所 協力団

体・従業員

の数 

受益者の

範囲と人

数 

支出額 

（千円） 

災害支援事業 
南相馬復

興コミュ

ニティサ

ポート事

業 

ブレッシ

ングルー

ム、放課後

児童クラ

ブ、各種イ

ベント、児

童キャン

プ、子育て

支援、子供

食堂。 

4月1日〜

3月31日 

福島県南

相馬市 

南相馬市、

南相馬福

祉協議会、

うつくし

ま基金等。 

述べ 

1,491名 

 

述べ 

4,851名 

 

西日本豪

雨災害支

援 

(2018) 

真備町内

コミュニ

ティサポ

ートセン

ターサロ

ン活動 

4月1日〜

3月31日 

岡山県倉

敷市真備

町 

岡山キリ

スト災害

支援セン

ター 

述べ 

966名 

 

述べ 

4596名 

 

台風15号

緊急災害

支援 

(2020) 

後片付け

作業、ブル

ーシート

貼りなど、

9月15日

〜10月

31日 

千葉県南

房総市、館

山市 

CRASHジ

ャパン、

CWSジャ

パン、館山

 

述べ 

21,232名 
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物資支援

など。 

社会福祉

協議会、安

房文化遺

産フォー

ラムなど 

 

述べ 

201名 

台風19号

緊急災害

支援 

(2020) 

 

後片付け

作業、物資

支援など。 

10月15

日〜12月

27日 

長野県長

野市、千葉

県館山市、

南房総市。 

館山社会

福祉協議

会、

CRASHジ

ャパン、

CWSジャ

パン、安房

文化遺産

フォーラ

ムなど。 

 

述べ 

429名 

 

述べ 

3,698名 

 

台風19号

丸森町復

興支援事

業 

(2020) 

 

仮設住宅

の集会場

の備品設

置、サロン

運営など。 

12月30

日〜3月

31日 

宮城県丸

森町。 

丸森町、丸

森町社会

福祉協議

会など。 

 

述べ 

63名 

 

述べ 

6,660名 

 

家庭生活のためのカウンセリング、セミナー開催事業 
ディスカ

バージョ

イ精神衛

生セミナ

ー 

精神衛生

について

のグラン

ト・マレン

医学博士

によるセ

ミナー。 

10月5日

〜20日 

 

合計24セ

ッション 

滋賀県大

津市、横浜

市、東京

都、北海道

石狩市、札

幌市。 

エリヤハ

ウスジャ

パン他。 

 

述べ 

55名 

 

述べ 

356名 

 

市民ソー

シャルワ

ーカー育

成プロジ

ェクト 

災害弱者

を市民レ

ベルでソ

ーシャル

ワーカ技

術を活か

すための

訓練セミ

ナーの調

12月1日

〜3月31

日 

 

千葉県館

山市、京都

市。 

社会福祉

法人ミッ

ションか

らしだね、

CWS 

ジャパン 

 

実質 ７名 

 

述べ

2000名 
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査、資料準

備。 

 

２）その他の事業 

 

 

事業名 事業内容 実施日時 実施場所 従事者人数 事業費の金

額 (千円) 

ゴスペルク

ワイヤ 

ゴスペル音

楽の教室 

4月1日〜3

月31日 (月

２回 

福島県南相

馬市 

 3名  

そよカフェ カフェ・レス

トラン 

6月1日〜3

月31日 (週

5日制) 

福島県南相

馬市 

 2名  

英語でタッ

チ 

英会話教室 6月1日〜3

月 

福島県南相

馬市 

 3名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



特定非営利活動法人 オペレーション・ブレッシング・ジャパン
（単位：円）

特定非営利活動に係る事業 その他の事業 合計
（一般正味財産増減の部）
Ⅰ経常収益

１．受取会費
賛助会員受取会費 382,000 0 382,000

２．受取寄附金 0 0 0
受取寄付金 17,534,282 0 17,534,282
資産受贈益 186,450 373,857 560,307
受取寄付金振替額 87,700,931 1,990,150 89,691,081

３．受取助成金等 0 0 0
受取助成金 0 0 0
受取助成金振替額 9,938,299 0 9,938,299

４．事業収益 0 0 0
その他収入 1,114,900 4,281,568 5,396,468

５．その他収益 0 0 0
受取利息 154 0 154

経常収益計 116,857,016 6,645,575 123,502,591
Ⅱ経常費用

１．事業費
人件費

3 給料手当 12,829,120 2,084,702 14,913,822
9 法定福利費 1,096,649 43,170 1,139,819
1 福利厚生費 33,963 8,208 42,171

人件費計 13,959,732 2,136,080 16,095,812
その他経費
仕入高（食品） 0 793,314 793,314
仕入高（物品） 0 853,533 853,533
仕入高（ソフト利用料） 0 302,449 302,449
購入支援食料 819,273 28,774 848,047
購入支援物品 5,625,290 2,728 5,628,018
業務委託費 5,009,500 1,302,192 6,311,692
謝礼、出演料 1,041,000 840,000 1,881,000
研修費 212,630 19,000 231,630
運送費 182,385 47,779 230,164
広告費 4,667,373 679,361 5,346,734
通信費 4,255,279 179,431 4,434,710
図書印刷費 4,170,468 174,206 4,344,674
機材保全費 13,500 0 13,500
消耗品費 656,210 108,526 764,736
会議費 28,540 139,666 168,206
保険料 127,960 0 127,960
旅費交通費 3,999,192 2,540,422 6,539,614
ビル内清掃費 139,250 0 139,250
水道光熱費 706,467 482,528 1,188,995
警備費 117,000 0 117,000
賃借料 7,316,575 3,609,699 10,926,274
備品 1,448,589 617,853 2,066,442
租税公課 1,400 16,000 17,400
交際費 0 2,000 2,000
諸会費 100,000 16,500 116,500
車両費 1,361,102 19,156 1,380,258
ソフトウェア等経費 22,464 0 22,464
手数料 29,002 21,323 50,325
寄附金 1,150,000 0 1,150,000
雑費 47,065 7,799 54,864

# 減価償却費 562,910 226,459 789,369
その他経費計 43,810,424 13,030,698 56,841,122

事業費計 57,770,156 15,166,778 72,936,934

２．管理費
人件費
給料手当 7,464,359 0 7,464,359
法定福利費 1,816,828 0 1,816,828
福利厚生費 84,909 0 84,909
人件費計 9,366,096 0 9,366,096

令和1年度　活動計算書

平成31年4月1日から令和2年3月31日まで

科目

（１）

（２）

（１）



その他経費
業務委託費 1,691,000 0 1,691,000
研修費 16,216 0 16,216
運送費 136,620 0 136,620
広告費 50,620 0 50,620
通信費 566,504 0 566,504
図書印刷費 64,192 0 64,192
機材保全費 35,640 0 35,640
消耗品費 161,413 0 161,413
交際費 33,442 0 33,442
保険料 578,160 0 578,160
会議費 85,992 0 85,992
旅費交通費 2,405,399 0 2,405,399
水道光熱費 493,710 0 493,710
法律顧問料 72,900 0 72,900
賃借料 4,083,150 0 4,083,150
備品 314,337 0 314,337
支払報酬 3,677,000 0 3,677,000
租税公課 650,470 0 650,470
諸会費 113,220 0 113,220
車両費 837,300 0 837,300
ソフトウェア等経費 442,711 0 442,711
手数料 493,140 0 493,140
倉庫料 123,343 0 123,343
雑費 96,408 0 96,408

# 減価償却費 4,942,681 0 4,942,681
その他経費計 22,165,568 0 22,165,568

管理費計 31,531,664 0 31,531,664
経常費用計 89,301,820 15,166,778 104,468,598

当期経常増減額 27,555,196 △ 8,521,203 19,033,993
Ⅲ経常外費用

Ⅱ 固定資産除却損 25,736 0 25,736
税引前当期正味財産増減額 27,529,460 △ 8,521,203 19,008,257
法人税・住民税及び事業税 0 144,000 144,000

△ 8,665,203 8,665,203 0
当期正味財産増減額 18,864,257 0 18,864,257
前期繰越正味財産額 7,987,848 0 7,987,848
次期繰越正味財産額 26,852,105 0 26,852,105

（指定正味財産増減の部）
Ⅰ受取助成金等 9,938,299 9,938,299
Ⅱ受取寄付金 87,700,931 1,990,150 89,691,081
Ⅲ一般正味財産への振替額 △ 97,639,230 △ 1,990,150 △ 99,629,380

当期指定正味財産増減額 0 0 0
前期繰越指定正味財産額 0 0 0
次期繰越指定正味財産額 0 0 0

（２）

経理区分振替額



特定非営利活動法人ｵﾍﾟﾚﾚｰｼｮﾝ･ﾌﾞﾚｯｼﾝｸﾞ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ
（単位：円）

科目
Ⅰ 資産の部

１．流動資産
現金預金 18,059,492
緊急災害支援特定資産 4,387,303
未収金 322,222
未収助成金 500,000
流動資産合計 23,269,017

２．固定資産
有形固定資産
建物 3,501,324
車両運搬具 2,582,908
什器備品 1,786,955
有形固定資産計 7,871,187
投資その他の資産
敷金 4,885,000
投資その他の資産計 4,885,000

固定資産合計 12,756,187
資産合計 36,025,204

Ⅱ 負債の部
１．流動負債

未払金 445,936
前受助成金 8,414,601
預り金 168,562
未払法人税等 144,000
流動負債合計 9,173,099

負債合計 9,173,099
Ⅲ 正味財産の部
1. 一般正味財産

前期繰越一般正味財産 7,987,848
当期一般正味財産増減額 18,864,257
一般正味財産合計 26,852,105

正味財産合計 26,852,105
負債及び正味財産合計 36,025,204

令和元年度　貸借対照表
令和2年3月31日現在

金額

（１）

（２）



特定非営利活動法人 オペレーション・ブレッシング・ジャパン

（単位：円）

Ⅰ 資産の部
１．流動資産

現金預金
手許現金 128,818
手許現金（カフェ） 0
三井住友銀行 普通預金（新座志木支店） 2,872,598
三井住友銀行 普通預金（仙台支店） 1,845,403
ゆうちょ銀行（振替口座） 1,910,145
ゆうちょ銀行（カフェ） 892,658

未収金 322,222
未収助成金 500,000

緊急災害支援特定資産
三井住友銀行 普通預金（新座志木支店） 4,387,303

10,409,870
流動資産合計 23,269,017

２．固定資産
有形固定資産

建物 3,501,324
車両運搬具 2,582,908
什器備品 1,786,955

有形固定資産計 7,871,187
投資その他の資産

敷金 4,885,000
投資その他の資産計 4,885,000

固定資産合計 12,756,187
資産合計 36,025,204

Ⅱ 負債の部
１．流動負債

未払金 445,936
未払法人税等 144,000
前受助成金 8,414,601
預り金

源泉所得税 預り金 112,691
雇用保険　 預り金 55,871

流動負債合計 9,173,099
負債合計 9,173,099
正味財産 26,852,105

（２）

令和元年度　財産目録
令和２年３月３１日現在

科目 金額

三井住友銀行 普通預金（ＪＰＦ）

（１）



計算書類の注記

１．重要な会計方針

　　

　 棚卸資産の評価基準及び評価方法
棚卸資産の評価基準は原価基準により、評価方法は総平均法によっています。

　 固定資産の減価償却の方法
法人税法の規定に基づいて、有形固定資産は定率法で、無形固定資産は定額法で償却をしています。

　 消費税等の会計処理
消費税等は税込経理により処理しています。

２．事業費の内訳

事業費の区分は以下の通りです。

災害救援事業 その他の事業 合計

人件費
給料手当 12,829,120 2,084,702 14,913,822
法定福利費 1,096,649 43,170 1,139,819
福利厚生費 33,963 8,208 42,171
人件費計 13,959,732 2,136,080 16,095,812
その他経費
仕入高（食品） 0 793,314 793,314
仕入高（物品） 0 853,533 853,533
仕入高（ソフト利用料） 0 302,449 302,449
購入支援食料 819,273 28,774 848,047
購入支援物品 5,625,290 2,728 5,628,018
業務委託費 5,009,500 1,302,192 6,311,692
謝礼、出演料 1,041,000 840,000 1,881,000
研修費 212,630 19,000 231,630
運送費 182,385 47,779 230,164
広告費 4,667,373 679,361 5,346,734
通信費 4,255,279 179,431 4,434,710
図書印刷費 4,170,468 174,206 4,344,674
機材保全費 13,500 0 13,500
消耗品費 656,210 108,526 764,736
会議費 28,540 139,666 168,206
保険料 127,960 0 127,960
旅費交通費 3,999,192 2,540,422 6,539,614
ビル内清掃費 139,250 0 139,250
水道光熱費 706,467 482,528 1,188,995
警備費 117,000 0 117,000
賃借料 7,316,575 3,609,699 10,926,274
備品 1,448,589 617,853 2,066,442
租税公課 1,400 16,000 17,400
交際費 0 2,000 2,000
諸会費 100,000 16,500 116,500
車両費 1,361,102 19,156 1,380,258
ソフトウェア等（経費） 22,464 0 22,464
手数料 29,002 21,323 50,325
寄附金 1,150,000 0 1,150,000
雑費 47,065 7,799 54,864
減価償却費 562,910 226,459 789,369
その他経費計 43,810,424 13,030,698 56,841,122
合計 57,770,156 15,166,778 72,936,934

計算書類の作成は，NPO法人会計基準（2010年７月20日　2017年12月12日最終改正　NPO法人会計基準
協議会）によっています。

（１）

（２）

（３）

科目
（１）

（２）



３．使途等が制約された寄付金等の内訳
使途等が制約された寄付金等の内訳（正味財産の増減及び残高の状況）は以下の通りです。
したがって使途が制約されていない正味財産は、18,864,257円です。

（単位：円）
期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

（災害支援事業助成金等）

南相馬市まちづくり活動支援事業 0 500,000 500,000 0
うつくしま基金 0 1,000,000 1,000,000 0
南相馬市子育て応援基金 0 836,000 836,000 0

0 6,707,923 6,707,923 0
0 600,000 600,000 0
0 294,376 294,376 0

災害支援事業助成金計 0 9,938,299 9,938,299 0

（災害支援事業寄付金）

　　使途等が制約された寄付金 0 89,691,081 89,691,081 0
災害支援事業寄付金計 0 89,691,081 89,691,081 0

合計 0 99,629,380 99,629,380 0

４．固定資産の増減内訳
（単位：円）

期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産
建物 4,069,440 4,069,440 △ 568,116 3,501,324
車両運搬具 6,248,750 6,772,980 1,000,000 12,021,730 △ 9,438,822 2,582,908
什器備品 1,194,498 2,014,790 3,209,288 △ 1,422,333 1,785,955

投資その他の資産
敷金 1,349,000 3,540,000 4,000 4,885,000 0 4,885,000

8,792,248 16,397,210 1,004,000 24,185,458 △ 11,429,271 12,755,187

５．役員及びその近親者との取引の内容
記載すべき事項はありません。

６．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
（単位：円）

金額

500,000
1,000,000

836,000
6,707,923

600,000
294,376

9,938,299

89,691,081

89,691,081

99,629,380

７．特定資産の内容
貸借対照表の流動資産に計上されている緊急災害支援特定資産は、普通預金です。

合計

　     災害支援ツール開発助成金の振替

受取寄付金振替額合計

経常収益への振替額

災害支援ツール開発助成金（CWS）

（受取助成金等振替額）

合計

     　南相馬市まちづくり活動支援事業補助金の振替

　     うつくしま基金からの事業助成金の振替

　     南相馬市子育て応援基金助成金の振替

　     宮城県丸森町における仮設団地被災者生活支援助成金の振替

備考

科目

南相馬市まちづくり活動支援事業補助金の
入金は翌期4月の入金の為、未収助成金とし
て計上しています。

宮城県丸森町における仮設団地被災者生活支援（JPF)

     　台風15号・19号被災者支援助成金の振替

　     災害援助寄付金の振替

受取助成金振替額合計

災害支援ツール開発として交付を受けた
助成金1,000,000円のうち、未使用で返還
義務のある705,624円は前受助成金として
負債に計上しています。

内容

（受取寄付金振替額）

台風15号・19号被災者支援助成金(CWS）

宮城県丸森町における仮設団地被災者生
活支援として交付を受けた助成金
14,416,900円のうち、未使用で返還義務
のある7,708,977円は前受助成金として負
債に計上しています。

内容
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